井伏鱒二「復員者の噂」論 : 復員者夫婦の諸相に見る戦争への告発 by 李, 冬陽





































































































































られ、且つまた、終戦になってから入営されるについて、私たち見送りのもの一同に家業を休ませ 心苦しいと申されましたが、これも止むを得ない成り行きであります。（中略）両君ともすでに四十歳に近く、妻子を残されて出かけられるのは、心残りのことと察しら ますが 私たちは出来るだけ助けあ
って行きたいと

























ある。井伏は、一九四四年五月から一九四五年七月まで、甲府市外甲運村に疎開し、後に広島県深安郡加茂村（現福山市） 生家に再疎開して、そこで敗戦を迎え、一九 七年七月 で滞在した。
（１０
）井伏が甲州















































































































































































































のことを聞いてみたかったから、直接に帰らず、妻に電話に出てもらうことにしたのである。それと同時に、妻の「それに似ている」気持ちには、夫を失うことの恐れ ら来るものであろう。加藤秀俊が、当時の復員者の悲劇について、「妻が再婚してしまったケースもあったし、また逆 、外地で結婚し 現地 とともに帰国し、日本で待ちわびていた本妻を破局に追い込んでしまったケースもある」
（１６
）と指摘して













































宙さんの妻であるトキノは、夫 戦死の公報が届いて以来、「会う人ごとに身の不幸を訴えてよく泣いていた」ことで、近所のひとたちに「からすの鳴かぬ日は っ も、宙さん 後家 泣かぬ日はない」と言われ、後に「出征軍人遺家族の模範的な婦人」と表彰されることになった。し し、彼女は、新聞に取材される前日に、隣村の九郎さんという戦傷者と駆落ちした。
 
村の役場の人たちは、彼女の駆落ちが部落の名誉に悪い影響を与え


























はずの宙 は帰って来た。宙さんは、生活は出征する前のままだと思い込み、細君の再婚相手には全く気がつかな った。宙さん 無事な復員は、トキノさんと九郎さんには衝撃を与えたに違いな 。九郎さんは、自身が夫婦関係 破壊者のように実感して、こっそりと実家に逃げてしまった。再婚相手の九郎 んが帰ったにも関わらず、この復員者夫婦の生活はすでに元の日常には戻れない。「大変に無口にっていた」宙さんは、「 ま 外に出ると自分のお墓に参って木の枝などを花立てに差して拝んで来るだけであ 。トキノさんも近所のたちも、宙さんが何を考えているのかいっ いわからない」 戦争後遺症にかかったかのように見 る復員者の宙さんは、人々と 一切
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作中の身分不明の記録者の筆 よって濾過される。宣伝班員として徴用された井伏は、前線に行くこ はなか たが、戦争に翻弄される運命への抵抗は戦後になってもなお語られ続ける。この作品の中で、員者それ自体は唯一の対象ではなく それより一層復員者たち 家庭生活に関心が払われている。井伏 、「叫ぼうとはしない 作家と
（２４
）言
われるが、「復員者の噂」を通じて、銃後 女の貞操への監視、動揺
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 した男女関係、復員者の階層性、生きている英霊の帰還及び戦争未亡人をめぐるさまざまな社会問題といった、戦後における復員者の周辺を充分に描き出すことで、戦争そのものへの告発を遂げた である。
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